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Ⅰ目的：　インプラントの長期安定には，埋入前よりセルフケ
アの定着で歯周病を改善しメインテナンス移行後も維持してい
く必要がある．口腔細菌検出装置は歯周病菌を把握でき，わか
りやすい結果から患者のセルフケアへの意識が高まり，細菌の
減少や歯周病の改善，維持に活用している．歯肉およびインプ
ラント周囲粘膜の炎症で出血が認められた場合，細菌は口腔内
全体で増えているのか，歯やインプラントに限局しているのか
検証し，測定時期や採取部位の選択に役立つデータが得られた
ので報告する．
Ⅱ方法の概要：　院内で検査を完結できる口腔細菌検出装置を
使用し，検体のプラークを同患者の異なる対象歯，インプラン
ト部より採取し P.g. 菌に差が出るかそれぞれ 5 名を対象に測
定した．歯を対象としたグループは，歯周ポケット 4mm 以上
BOP（＋）と歯周ポケット 3mm 以下 BOP（－）の 2 か所よ
り検体を採取．インプラントを対象としたグループは，インプ
ラント周囲溝部 4mm 以上 BOP（＋）とインプラント周囲溝
部 3mm 以下 BOP（－）の 2 か所より検体を採取し検査数値
を求めた．
Ⅲ考察および結論：　歯を対象としたグループは数値に差が出

なかった．インプラントを対象としたグループは，インプラン
ト周囲溝部 4mm 以上 BOP（＋）は高い数値が検出され，イ
ンプラント周囲溝部 3mm 以下 BOP（－）は低い数値であった．
歯では別の部位から採取しても数値に変化がなく，口腔内全体
の細菌把握ができ，インプラント埋入前や定期的な測定に適し
ているといえる．インプラントでは部位毎に変化があり，メイ
ンテナンス時に特定部位の経過を追うのに適しているといえる．
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